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ま
ち
の
魅
力
と
流
れ
の
創
造

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
ま
ち
づ
く
り
・
地

域
づ
く
り
の
分
野
で
、
人
口
ボ
ー
ナ
ス
期

（
注
1
）
の
常
識
を
壊
す
魅
力
づ
く
り
を
模

索
・
実
践
し
て
い
る
人
々
を
紹
介
し
て
き

た
。
課
題
解
決
を
創
造
的
に
楽
し
ん
で
い

る
「
お
も
し
ろ
が
れ
る
人
」
だ
。
結
果
と

し
て
30
〜
40
歳
代
を
中
心
と
し
た
若
手
だ

っ
た
の
だ
が
、
今
回
紹
介
す
る
の
も
そ
の

よ
う
な
事
業
者
だ
。

　

場
所
は
愛
媛
県
松
山
市
。
51
万
人
と
い

う
四
国
第
一
の
人
口
を
擁
し
、
中
心
部
に

は
大お

お
か
い
ど
う

街
道
商
店
街
（
以
下
、
大
街
道
）
と
松

山
銀ぎ

ん
て
ん
が
い

天
街
商
店
街
（
以
下
、
銀
天
街
）
と
い

う
二
つ
の
全
蓋
型
ア
ー
ケ
ー
ド
が
L
字
型

に
連
な
る
商
店
街
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
車

で
10
分
ほ
ど
の
場
所
に
は
全
国
的
に
有
名

中庭 光彦
なかにわ みつひこ

多摩大学経営情報学部事業構想学科教授
1962年東京都生まれ。中央大学大学院総合政策研
究科博士課程退学。専門は地域政策・観光まちづくり。
郊外や地方の開発政策史研究を続け、人口減少期に
おける地域経営・サービス産業政策の提案を行なってい
る。並行して1998年よりミツカン水の文化センターの
活動にかかわり、2014年よりアドバイザー。主な著書
に『コミュニティ3.0――地域バージョンアップの論理』
（水曜社 2017）、『オーラルヒストリー・多摩ニュータ
ウン』（中央大学出版部 2010）、『N P Oの底力』（水
曜社 2004）ほか。

堂々たる風格の「道後温泉本館」は全国のみならず海外からも人を呼び寄せる。
2018年度以降、一部を閉館しつつ保存修復工事が予定されている

人口減少期の地域政策を研究し、自

治体や観光協会などに提案している

多摩大学教授の中庭光彦さんが「お

もしろそうだ」と思う土地を巡る連載

です。将来を見据えて、若手による

「活きのいい活動」と「地域の魅力

づくりの今」を切り取りながら、地域

ブランディングの構造を解き明かして

いきます。今回は、愛媛県松山市の

二つの商店街と道後温泉を舞台に、

今こそ必要なまちにおける「循環」に

ついて考えました。

松山市街地の現在の地図。大街道商店街と松山銀天街商店街から道後温泉までは車で約 10分。
かつての道後鉄道は伊予鉄道松山市内線の一部となり、今も両拠点を結ぶ　
国土地理院基盤地図情報「愛媛」をもとに編集部で作図
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よ
う
に
思
え
る
。

「
道
後
の
人
は
情
熱
的
な
人
が
多
い
け
れ

ど
、
永
遠
に
そ
の
仕
事
を
続
け
る
わ
け
で

も
な
い
。
変
わ
る
と
き
は
大
胆
に
変
わ
っ

て
い
く
」
と
い
う
気
質
だ
そ
う
だ
。

　

道
後
温
泉
に
は
全
国
か
ら
人
が
流
れ
、

そ
の
人
々
が
温
泉
周
辺
を
回
遊
す
る
。
流

れ
の
し
く
み
が
機
能
し
て
い
る
。

近
代
松
山
市
を
つ
く
っ
た

二
人
の
父

　

こ
の
道
後
温
泉
の
流
れ
の
し
く
み
を
つ

く
っ
た
一
人
が
伊い

さ
に
わ
ゆ
き
や

佐
庭
如
矢
（
1 

8 

2 

8

-

1 

9 

0 

7
）
だ
。

　

伊
佐
庭
は
松
山
藩
の
家
老
に
仕
え
た
後
、

愛
媛
県
官
吏
、
金
比
羅
宮
の
財
政
整
理
を

行
な
い
、
61
歳
で
道
後
湯
之
町
長
に
な
っ

た
。
温
泉
支
配
権
を
町
に
移
し
、
今
も
多

く
の
観
光
客
を
集
め
続
け
る
本
館
の
建
設

を
主
導
。
さ
ら
に
、
人
々
の
足
と
し
て
道

後
鉄
道
を
整
備
し
た
。
江
戸
か
ら
明
治
期

の
経け

い
せ
い
か

世
家
（
注
2
）
の
力
量
が
本
館
建
物

に
象
徴
さ
れ
る
。

　

伊
佐
庭
は
道
後
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
者
だ

っ
た
が
、
松
山
市
中
心
市
街
地
に
人
の
流

れ
、
金
の
流
れ
と
い
っ
た
経
済
の
し
く
み

を
整
備
し
た
の
は
一
世
代
若
い
小
林
信の

ぶ
ち
か近

（
1 

8 

4 

2

-

1 

9 

1 

8
）
だ
。
小
林
は
伊
予
鉄

道
、
伊
予
水
力
電
気
（
現
・
四
国
電
力
）
な
ど

な
道
後
温
泉
が
あ
る
。
中
心
市
街
地
と
人

気
の
温
泉
ス
ポ
ッ
ト
の
二
つ
が
寄
り
添
っ

て
い
る
県
庁
所
在
地
は
珍
し
い
。

　

こ
の
地
の
地
域
づ
く
り
の
背
景
に
あ
る

思
想
を
ひ
と
言
で
表
す
な
ら
ば
「
流
れ
の

創
造
」
で
あ
る
。
水
文
化
な
ら
と
も
か
く
、

魅
力
づ
く
り
で
の
「
流
れ
」
と
は
何
の
こ

と
な
の
か
。

新
陳
代
謝
が
速
い
商
店
街

　

ま
ず
訪
れ
た
の
は
道
後
温
泉
だ
。
印
象

的
な
の
は
何
と
言
っ
て
も
「
道
後
温
泉
本

館
」
だ
。
建
て
ら
れ
た
の
は
1 

8 

9 

4
年

（
明
治
27
）。
観
光
客
み
ん
な
が
、
こ
こ
を

バ
ッ
ク
に
写
真
を
撮
る
ほ
ど
存
在
感
が
あ

る
。
そ
の
背
後
は
大
型
ホ
テ
ル
や
温
泉
旅

館
が
取
り
巻
い
て
い
る
。

　

本
館
前
か
ら
延
び
て
い
る
の
が
、
現
在

は
「
道
後
ハ
イ
カ
ラ
通
り
」
と
呼
ば
れ
る

ア
ー
ケ
ー
ド
商
店
街
。
土
産
物
屋
、
飲
食

店
が
並
び
、
観
光
客
で
大
賑
わ
い
だ
。

　

こ
こ
で
生
ま
れ
育
っ
た
石
丸
明
義
さ
ん

は
土
産
物
店
「
葵
屋
」
の
ご
主
人
で
、
道

後
商
店
街
振
興
組
合
の
理
事
を
務
め
て
い

る
。
石
丸
さ
ん
の
父
親
が
こ
こ
で
化
粧
品

屋
を
始
め
た
の
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
の

こ
と
。
当
時
の
道
後
温
泉
は
旅
館
が
80
軒

ほ
ど
あ
り
、
戦
時
中
は
紅
を
引
く
こ
と
も

で
き
な
か
っ
た
仲
居
や
芸
者
な
ど
女
性
た

（注 1）人口ボーナス期

子どもと老人が少なく、生産年齢人口が多い状態の時期の
こと。日本は1960年代から1990年代初頭までがそれに
あたる。豊富な労働力で高度な経済成長が可能とされる。

て
も
空
き
店
舗
に
せ
ず
、
す
ぐ
に
テ
ナ
ン

ト
に
貸
す
と
い
う
。

　

聞
く
と
、
時
代
の
流
れ
を
見
越
し
て
、

か
つ
て
は
お
も
ち
ゃ
屋
だ
っ
た
店
主
が
カ

フ
ェ
に
転
換
し
、
旅
館
が
ギ
フ
ト
シ
ョ
ッ

プ
に
な
り
、
家
電
販
売
店
は
う
ど
ん
屋
へ

と
な
っ
た
。
か
く
言
う
石
丸
さ
ん
も
現
在

は
土
産
物
屋
だ
。

　

こ
の
た
め
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
降
り
た
空

き
店
舗
が
見
当
た
ら
な
い
。
石
丸
さ
ん
は

「
道
後
温
泉
の
お
か
げ
で
す
」
と
全
国
か

ら
観
光
客
を
集
め
る
道
後
温
泉
の
集
客
力

を
理
由
に
挙
げ
た
が
、
道
後
の
温
泉
商
店

街
の
新
陳
代
謝
の
速
さ
の
裏
に
は
、
温
泉

集
客
力
と
と
も
に
、
文
化
的
背
景
も
あ
る

1927年（昭和 2）に印刷された松山市街地の古地図。第二次世界大戦で中心部は戦火に見舞
われたものの、当時の町割が今もほぼ変わらないことがわかる　
提供：セキ株式会社

ち
が
化
粧
品
を
買
い
求
め
て
繁
盛
し
た
。

「
道
後
の
特
徴
は
、
経
営
者
自
ら
が
商
売

を
転
換
し
て
い
く
こ
と
で
す
」
と
石
丸
さ

ん
は
話
す
。

　

一
般
に
、
全
国
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
商
店
街

化
の
原
因
の
多
く
は
後
継
者
不
足
で
、
経

営
者
自
身
が
商
売
を
辞
め
る
ば
か
り
か
、

空
き
店
舗
を
他
に
貸
さ
な
い
地
主
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
に
あ
る
。
と
こ
ろ
が
道
後

で
は
、
自
ら
商
売
を
替
え
て
事
業
そ
の
も

の
は
続
け
て
い
く
。
た
と
え
商
売
を
や
め

（注 2）経世家

江戸時代における政治経済論者の総称。

「葵屋」の石丸明義さん
（上）と道後ハイカラ通りの
南側入口（左）
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の
事
業
を
興
し
、
初
代
市
議
会
議
長
も
務

め
た
。
明
治
前
期
に
全
国
各
地
で
輩
出
し

た
、
鉄
道
・
発
電
事
業
を
中
心
と
す
る
事

業
家
で
あ
る
。

　

松
山
市
の
中
心
市
街
地
は
江
戸
期
の
城

下
町
時
代
か
ら
栄
え
て
い
た
が
、
小
林
が

近
代
化
の
経
済
環
境
を
整
え
た
と
い
っ
て

よ
い
。
戦
時
中
は
空
襲
に
も
遭
っ
た
が
、

立
ち
直
り
は
早
か
っ
た
。

大
切
な
の
は
「
流
動
性
の
向
上
」

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
松
山
市
の
中
心

市
街
地
は
大
街
道
と
銀
天
街
が
L
字
型
に

つ
な
が
り
、
賑
わ
い
を
生
ん
で
い
る
。
南

北
に
延
び
る
大
街
道
は
、
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
買
い
回
り
品
や
専
門
品
、
全
国
チ
ェ

ー
ン
店
が
立
地
。
伊
予
鉄
道
松
山
市
駅
か

ら
東
に
延
び
る
銀
天
街
は
最
寄
り
品
が
中

心
だ
。
銀
天
街
の
町
名
は
湊
町
と
い
う
。

湊
町
、
す
な
わ
ち
銀
天
街
の
付
近
は
江
戸

時
代
か
ら
荷
下
ろ
し
場
だ
っ
た
の
だ
。
中

の
川
と
い
う
灌
漑
用
水
路
を
利
用
し
、
三

津
浜
か
ら
宮
前
川
を
経
て
こ
こ
ま
で
荷
を

運
ん
で
い
た
。

　

観
光
、
経
済
イ
ン
フ
ラ
が
問
題
だ
っ
た

近
代
化
期
の
伊
佐
庭
と
小
林
の
時
代
か
ら

約
1 

3 

0 

年
。
今
は
何
が
問
題
な
の
だ
ろ

う
か
。

　

株
式
会
社
ま
ち
づ
く
り
松
山
の
代
表
取

　

加
戸
さ
ん
は
東
京
の
大
学
を
卒
業
後
、

外
資
系
証
券
会
社
に
勤
務
、
2 

0 

0 

9
年

（
平
成
21
）
に
家
業
の
衣
料
品
店
を
継
ぎ
、

株
式
会
社
と
か
げ
や
代
表
取
締
役
社
長
と

な
る
。
今
は
松
山
銀
天
街
商
店
街
振
興
組

合
理
事
長
で
も
あ
る
。

「
地
方
の
課
題
は
お
金
が
循
環
し
な
い
こ

と
、
つ
ま
り
流
動
性
の
枯
渇
が
問
題
の
す

べ
て
で
す
。
と
こ
ろ
が
今
、
世
の
中
で
は

『
何
を
し
た
ら
も
う
か
る
か
』
と
い
う
点

に
関
心
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、

そ
れ
を
前
面
に
出
す
か
ら
み
ん
な
勘
違
い

す
る
。『
も
う
け
る
』
こ
と
の
真
の
目
的
と

は
『
お
金
の
流
動
性
の
向
上
』
で
、
な
お

か
つ
そ
れ
が
長
く
続
く
『
継
続
性
』
が
必

要
。
そ
の
し
く
み
を
き
ち
ん
と
つ
く
る
こ

と
が
大
事
な
ん
で
す
。
何
回
も
同
じ
こ
と

を
や
っ
て
は
つ
ぶ
れ
る
の
で
は
意
味
が
あ

り
ま
せ
ん
。
施
策
で
も
イ
ベ
ン
ト
で
も
、

取
り
組
ん
だ
こ
と
の
デ
ー
タ
を
残
し
て
自

分
た
ち
で
検
証
し
、
次
に
活
か
す
。
つ
ま

り
、
ま
ち
づ
く
り
も
経
営
な
の
で
す
」
と

語
る
。
こ
の
言
葉
で
加
戸
さ
ん
が
ど
こ
ま

で
先
を
見
て
い
る
か
、
よ
く
わ
か
る
。

　

中
心
市
街
地
の
衰
退
が
問
題
視
さ
れ
た

の
は
1 

9 

9 

0
年
代
後
半
。
そ
れ
は
現
在

の
地
方
創
生
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
当

初
の
目
標
は
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
個
店
を
ま

と
め
上
げ
る
こ
と
、
次
に
個
店
が
ま
ず
収

益
を
上
げ
る
こ
と
だ
っ
た
。
特
徴
の
あ
る

中心市街地に賑わいを
取り戻すための施策を
講じる加戸慎太郎さん

購入頻度が比較的低い買い回り品やチェーン
店がひしめく大街道（上）。利用者の声を拾って
利用やサービスの改善に結びつけるための仕
掛けも各所にある（左）

締
役
社
長
、
加か

ど戸
慎
太
郎
さ
ん
は
「
流
動

性
の
向
上
」
と
言
い
切
る
。

　

ま
ち
づ
く
り
松
山
は
2 

0 

0 

5
年
（
平

成
17
）
に
中
心
市
街
地
活
性
化
法
に
よ
る

タ
ウ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
オ
ー
ガ
ニ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
（
T
M
O
）
と
し
て
設
立
さ
れ

た
が
、
現
在
は
収
益
を
市
民
に
還
元
す
る

組
織
に
移
行
し
て
い
る
。

日用品や食料品などの最寄り品が中心の銀天
街（上）。上方の大型ディスプレイでCMを流
すのはまちづくり松山の収益事業の一つ。東側
は道路を挟んで大街道と接する（右）

銀天街の脇を流れる中の川。この付
近が三津浜からの荷下ろし場だった
ことが現在につながっている
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地
域
活
性
化
に
社
員
が
熱
を
入
れ
る
。

そ
れ
は
社
員
全
体
の
気
持
ち
を
、
仕
事
だ

け
で
は
な
く
地
域
に
も
向
け
る
割
合
を
高

め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
関

さ
ん
は
「
心
の
分
配
率
を
高
め
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
」
と
う
ま
く
表
現
し

て
い
た
。

今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い

人
と
金
の
流
れ

　

地
域
の
経
済
社
会
を
元
気
に
す
る
に
は
、

収
益
を
上
げ
て
ま
ち
の
人
に
再
投
資
し
て

新
陳
代
謝
を
促
す
こ
と
が
重
要
だ
。
今
回

お
会
い
し
た
三
人
に
共
通
し
て
い
た
考
え

方
は
、
伊
佐
庭
と
小
林
に
も
通
じ
る
。

　

地
域
経
済
に
大
事
な
の
は
「
流
れ
」
で

あ
る
こ
と
を
伊
予
の
人
は
知
っ
て
い
た
の

だ
ろ
う
。
そ
う
い
え
ば
、
月
賦
販
売
を
考

え
出
し
た
の
も
伊
予
の
桜
井
漆
器
の
商
人

だ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

〈
魅
力
づ
く
り
の
教
え
〉

　

事
業
者
が
自
分
事
と
し
て
リ
ス
ク
を
と

り
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
始
め
る
と
、
人
も

金
も
流
れ
収
益
を
再
投
資
で
き
る
よ
う
に

な
る
。
流
れ
は
魅
力
の
源
だ
。

　
（
2 

0 

1 

7
年
3
月
27
〜
28
日
取
材
）

個
店
を
つ
く
る
こ
と
が
大
事
と
い
わ
れ
る

が
、
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
シ
ョ
ッ
プ
と
通
販
に

慣
れ
た
人
々
の
な
か
で
商
店
街
が
生
き
残

る
の
は
大
変
だ
。
ま
ず
は
、
広
域
の
魅
力

拠
点
と
し
て
商
店
街
を
再
整
備
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
個
店
も
ま
ち
づ

く
り
会
社
も
、
取
り
組
み
に
よ
っ
て
得
た

収
益
あ
る
い
は
時
間
の
幾
分
か
を
再
投
資

し
な
け
れ
ば
先
細
り
と
な
り
、
中
心
市
街

地
「
全
体
」
は
持
続
で
き
な
い
。
収
益
力

と
と
も
に
「
持
続
さ
せ
る
し
く
み
」
が
大

事
な
の
だ
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
人
と
金
の
流
れ
を
呼

び
込
み
循
環
さ
せ
る
と
と
も
に
、
そ
の
発

想
を
事
業
者
た
ち
に
学
習
し
て
も
ら
う
必

要
が
あ
る
。
そ
こ
に
ま
ち
づ
く
り
会
社
の

役
割
が
あ
る
。

　

ま
ち
づ
く
り
松
山
が
取
り
組
む
の
は
、

若
手
経
営
者
の
交
流
を
ベ
ー
ス
に
、
商
店

街
の
な
か
に
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
据
え

て
行
な
う
C 

M
や
P 

R
、
イ
ベ
ン
ト
告
知
、

産
官
学
金
労
言
（
注
3
）
の
連
携
、
ま
ち

の
清
掃
や
落
書
き
消
し
、「
お
城
下
大
学
」

と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
開
催
、
お
よ
び
そ
れ

ら
を
通
じ
た
人
材
育
成
だ
。
長
年
続
け
て

い
る
う
ち
に
形
骸
化
し
、
や
り
っ
放
し
と

な
っ
て
い
た
事
業
を
自
分
た
ち
で
や
り
直

し
、
ま
ち
づ
く
り
を
自じ

分ぶ
ん
ご
と事

に
し
て
い
る

と
も
言
え
る
。

　

一
見
す
る
と
こ
れ
ま
で
の
商
店
街
の
高

大街道商店街・銀天街商店街が開
催する春の大イベント「お城下スプ
リングフェスタ」　提供：まちづくり松山

度
化
事
業
（
注
4
）
と
変
わ
ら
な
い
が
、

ま
ち
づ
く
り
松
山
の
事
業
に
よ
っ
て
人
と

金
が
流
れ
、
ま
ち
を
担
う
人
も
育
ち
つ
つ

あ
る
。
こ
ち
ら
の
方
が
目
的
な
の
だ
。

　

た
と
え
る
と
、
自
分
の
井
戸
水
の
量
だ

け
を
増
や
そ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
井

戸
そ
の
も
の
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
水
循

環
を
増
や
し
て
い
こ
う
と
い
う
発
想
と
ま

っ
た
く
同
じ
だ
。
水
循
環
が
人
と
金
の
循

環
に
な
っ
て
い
る
だ
け
の
話
。
き
ち
ん
と

循
環
す
る
環
境
を
、
行
政
や
他
人
任
せ
で

は
な
く
、
自
分
事
と
し
て
守
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
の
だ
。

仕
事
か
ら
地
域
へ
向
か
う

人
々
の
心

　

ま
ち
づ
く
り
を
自
分
事
と
と
ら
え
て
参

加
す
る
こ
と
で
、
金
の
循
環
と
人
材
の
育

成
に
成
果
を
上
げ
つ
つ
あ
る
松
山
市
の
事

業
者
。
そ
の
代
表
と
し
て
セ
キ
株
式
会
社

を
訪
ね
た
。

　

同
社
は
1 

9 

0 

8
年
（
明
治
41
）
の
創
業
。

も
と
も
と
愛
媛
県
中
央
部
に
あ
る
久く

ま万
高

原
町
で
手
漉
き
和
紙
を
販
売
し
て
い
た
が
、

大
阪
で
洋
紙
に
出
合
い
、
洋
紙
の
販
売
も

始
め
た
。
現
在
は
紙
卸
と
印
刷
の
二
軸
に

加
え
、
地
域
活
性
化
事
業
、
イ
ベ
ン
ト
事

業
、
広
告
出
版
業
ま
で
手
広
い
。

　

代
表
取
締
役
社
長
の
関
宏
孝
さ
ん
は
四

企業としての地域貢献
に注力する関宏孝さん

代
目
。
松
山
市
道
後
に
生
ま
れ
、
東
京
で

外
資
系
証
券
会
社
に
勤
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
も
2
年
い
た
。
10
年
前
に
松
山
市
に

戻
り
、
今
は
経
営
者
と
し
て
ま
ち
づ
く
り

に
か
か
わ
る
38
歳
だ
。

　

金
融
出
身
者
で
、
と
も
に
家
業
を
継
ぐ

加
戸
さ
ん
と
関
さ
ん
。
二
人
が
ま
ち
づ
く

り
に
か
か
わ
る
の
は
偶
然
だ
ろ
う
か
。

　

企
業
が
地
域
づ
く
り
に
力
を
入
れ
る
理

由
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
関
さ
ん
は
「
地

域
イ
ベ
ン
ト
に
来
る
人
た
ち
を
ど
う
し
た

ら
喜
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
考
え
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
思
い
と
活
動
が
、
結
果

的
に
地
域
の
優
れ
た
人
材
が
集
ま
る
き
っ

か
け
に
な
る
と
思
い
ま
す
」
と
言
う
。

参考文献
『松山市史第一巻～五巻』（松山 1995）、『道後温泉 増補版』（松山市 1982）

（注 3）産官学金労言

地方創生においては、従来の産（民間企
業）、官（役所）、学（教育機関）に加えて、
金（金融）、労（労働組合）、言（地方のメ
ディア）が連携することが必要とされる。

（注 4）商店街の高度化事業

商店街の活性化を図るため、
店舗の改装とアーケードの整
備などを行なう集積区域整備
事業などが代表的。


